
異常な細胞

細胞傷害が低い

NK細胞活性と不妊、流産について

血液中の成分には体を守ってくれるリンパ球と言われる集団がいます。NK細胞はその一種で、癌などの異

常な細胞が表れた時に攻撃をする細胞です。受精卵の半分は精子因子を含むため、母体にとっては免疫

学的には異物になります。それらの免疫細胞にとって受精卵は攻撃対象になるわけです。しかしながら、妊

娠している時は、体内で免疫機能を調整し、受精卵を体内に維持できる状態へ変化していきます。NK細胞

には細胞傷害性が高いものと低いものがあります。子宮の中には通常細胞傷害性の低いものが多いとされ

ていますが、流産傾向の方は細胞傷害性が高いタイプのNK細胞が多いようです。今までの報告では、ステ

ロイドや免疫グロブリン大量療法を使った治療が行われています。一方、通常外来で検査ができる血液中

のNK細胞の分析は臨床的な意味を持たないとの論文もあり、まだ一定の見解が得られていないのが現状

です。まだ、はっきりとわかっていないことが多いNK細胞ですが、妊娠に関わっている細胞であることは間違

いないと考えられます。

治療 血液中のNK細胞の活性はストレスなどでも高くなることが報告されています。血液中のNK細

胞活性が高い＝子宮内のNK細胞活性が高い、というわけではありませんが、慢性的なストレ

スは体内の環境を妊娠しにくい状態にしているのかもしれません。

明確な対処法が確立されていないため、当院では文献的な治療成績や薬の副作用、コストを

考慮し漢方を用いた治療を勧めています。

加味逍遙散は自律神経を調整し血行を促す作用があります。加味逍遙散はその成分の中に

牡丹皮（ぼたんぴ）と薄荷（はっか）が含まれ、妊娠中は慎重投与となりますが、当院では効

果が副作用よりも勝ると判断し、妊娠14週まで内服を提案しています（薬局で処方の場合は

薬剤師さんからコメントがあるかもしれません）。

＊ 注意

加味逍遙散の成分である柴胡は“体を乾かす”効能があるため、40代以降の方には長期

連用が負担となる場合があります。漢方外来も併設しておりますのでご相談下さい。
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ご不明な点がありましたら、医師または看護師にご相談ください。
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